
愛される彫刻とは？

・子供の時からよく遊んだ彫刻

・自分の子供が好きな彫刻は愛着がわく

・何度でも観に行きたくなる

・四季のなかで変化がある彫刻（光の当たり方の違い、いろんな楽しみ

方ができる）

・ふるさとの印象を代表する彫刻

・原風景の一部となるような彫刻

・何かしら関わるきっかけのあった作品を愛してしまう
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・触ってみたい、乗ってみたいと思える彫刻

・ユーモアがある

・余韻がある

・TVなどでも紹介されるような超億

・彫刻から人を愛してくれる（双方向に関係がある彫刻）

・自分で彫刻清掃をしたものは愛してしまう、気になってしまう

・子どもとつながる彫刻

・触れるもの、乗れるもの、遊べるものが圧倒的に愛される

・時代の経過を感じるもの

・人それぞれに違った想いを得るような抽象性の強い彫刻

・具体性が強くて分かりやすいもの

・ふとした別の時に思い出せるような彫刻

・自分で買ってでも欲しいと思える彫刻

・感情移入できるもの

・構造的に安心できる

・自由に出入りできる彫刻

・手で触れることができる彫刻

・身近なモチーフの彫刻

・インスタ映え

・場所に意味を持たせている彫刻

・触れることができる

・ずっと見ていたい彫刻

・遊べる、座れる彫刻

・パッと見て面白いと感じるもの

・風景と調和しているもの

・あるいは逆に風景から良い意味で不調和で浮いているもの

・多くの人が見たくなる

・人々に覚えてもらえる彫刻 ⇒ 触れる、体感、遊べる、動きがある

・自分が良いと思ったものを愛する

・子供たちが集まる彫刻が愛される（なので子供たちが選ぶ賞というの

があったら良いと思う）

・作者の意図がよくわかるもの

・歴史を象徴したもの

・規模が大きいもの


